
神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１）

交換留学（派遣）近況報告書

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □友人

□以前に参加した先輩

□所属学部・研究科の教員

□所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: 　こちらに来て二カ月がたちました。来た時は真夏でしたが、今（４月下旬）は秋と同じような気候です。私は、オリエンテーションの一日前にパースにつきましたが、ついたその日だけは友達が一生できないのではないか、英語が上達しないのではないかなど不安にかられ日本に戻りたいと思いました。しかし翌日からはとても楽しく、多少無理してでも体力の限界まですべての寮のオリエンテーションに参加して本当に良かったと感じています。
　心配していた英語力ですが、方向転換して、英語ができなくて勉強中で伸ばしたいということを伝えると、現地の学生もほかの国の交換留学生も快く受け入れてくれて、毎日いろいろな言葉を学び、表現できる幅も来た時とはくらべものにならないぐらい広がったと感じています。友達はほとんどが寮の子で、いつもはオーストラリア、中国、マレーシア、シンガポール、カンボジアの子の１５人ぐらいが仲が良く、ごはんを一緒に食べ、食後は誰かの部屋に集まって映画を見たり、出かけたり、髪を染めたり、部屋に泊まったり、クッキングをしたりと１日中英語を話せる環境です。
　今はスタディーブレイクといって一週間の休みで、九日間オーストラリアの友達２人の家（ジェラトンという車で５時間のところ）に泊まらさせていただいています。はじめて本場のイースターを体験し、オーストラリアのファミリーがどのような特徴があるかなども知れて、毎日いろいろなところに連れて行ってくださるので本当に感謝しかありません。
　授業ははじめは何も聞き取れずに本当に学校に行くのが嫌でしたが、tutorialで仲良くなった友達とdiscussionしたり、寮で同じ授業をとっている友達と教えあいをすることで、かなり学術英語も慣れてきました。また、ネイティブの友達が毎回エッセイの英語をチェックしてくれるためアサイメントも何とか乗り切っています。この２カ月をまとめると、「友達がいたからこそ楽しめた、乗り切れたオーストラリア生活」です。
　リスニングは、現地の子のオーストラリア英語はほとんど聞き取れるようになり、英語を第二言語としている友達の英語にも慣れてきましたが、方言が原因で聞き取れないときはお互い聞き返しています。聞けば聞いた分だけ、話せば話した分だけ伸びます。まだまだ100％ではないので残りの８カ月で100％にしたいです。
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